





















































「労働に終始した農民の間に労働忌避の風が漲り、労せずして利を漁る習性を馴致し、自己の義務に対する執着心が次第に喪はれて、利を追ふに汲々乎とする様になり、自作自給の特典を忘却して徒に買癖のみ増長し、質素倹の美徳を放棄して華美 歓迎する事に浮身をやつし、功利に駆られて守操の必要を弁へずになり、偶農耕にいそしむと雖も気をやることが多くなり、徒に他の出世を羨み、立身を恋ふて自己の立場や力量を顧みんとせず、思ふ様にならざれば人 怨み世を呪ふ事をも敢てする民風を醸成して、如何し 農村が振興するものぞ。農家が繁栄するものぞ。今日の 疲弊












































的道徳が移入されるに従い 消える運命にあるとしたが、明治社会におい は、そ 倫理道徳はむ ろ観念化されてひろく社会道徳とし 継承された。福沢諭吉も「今の独立





























































であって、日本国民高等学校の設立 みならず、 種の学校の設立を助成するといういわば「国民高等学校運動」中核となることを明示して る。しかし、直接の目的は加藤完治を校長とする にあったことはいうまでもない。同校の設立趣意書は、 青年 訓育と農業経営の実際的改善 、而して農業労働の尊厳に対す
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山崎延吉の農本思想の変容（三・完） （真板）
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述べ、開発資金を投入するだけで 、朝鮮 農業開発は成功しないと断言する である。しかし、農民道は 人
































































た日本資本主義が農業・農村に侵入し、 業問題が社会問題として生起した明治末において、農業・農村、農民の置かれた危機的状況を救済することを目的として鼓吹され、かつ、その後も継起する農村問題 対し、 「農国本」の立場から、政府、農民に叫び続けられた思想であって、その表われ方は時代 変化に応じて、 「 村自治」 （初期） 、 「



















（人口・土地の適正配分）があることを主張する。しかし、その実施は町村の自治によるも とす など その性格は「農村自治」に流れる基調を引いており、いわばその大正版と言うべきである。３
　
しかし、 「農民道」については、前記二つと系譜を異
にする思想であると考える。 「農村 」 に見られる 「農道」は、農業に尽瘁した老農 精神を倫理化した概念であって、農村における実践倫理のカテゴリーに属するが、 「 民 」は、宇宙の根源的神性を有する天皇への帰一を目的とする宗教であって 天皇は擬制家族制国家の父性的・慈愛に満ちた存在から冷徹な「神格」を持つ存在へと変わるのである。農民は、与えられた責務の実践（分担）を通じてはじめて天皇との帰一が可能と説かれるが、その責務は無定量であり、無限の奉仕が求められることと同義である。山崎














主権者＝政治的「人格」者であるが、反面その主権は伝説的「神勅」に由来し、 かつ、 皇祖・皇宗の現在形＝「現人神」たる「神格」を有する者＝宗教的権威者であった。明治政府は、当初は祭政一致を前面に押し出したが、明治一〇年教部省を廃止し、大教宣布は姿を消したが、そのことにより天皇の宗教的権威が失われたわけではなく、むしろその「神格性」 は天皇制の基底に沈潜するものとなった。政府は、この基底の上に立憲君主制を打ちたて、天皇を有機体 る国家＝擬制的家族国家の長と位置づけて、国民統合をはかり、近代国家の形成を志向したのである。　
こ 天皇の二面性のバランスは、大正期に入って崩れる。















方法で天皇支配秩序の価値体系を支える役割を果たしえたのである。そしてそ ことは、そこにおける農民教育運動が、大正期に台頭する諸々の教育運動のなかで、第二次世界大戦が終了するまで、たくましく行き続けた一つの理由とな であろう。それだけにこの山崎、加藤の方針が国策 結びついてなされた きこには実に恐ろしい犠牲 彼らの本心とはかかわりないところで生起した である。そ 意味で、私は同じ農本主義者のうちでも、山崎や加藤 「主観的善意」の方がより恐ろしいの ある」と。
　
山崎は、 綱澤の言のごとく、 「主観的善意」に基づいて「農














おり、農村・農家の幸福の希求が根柢に存在し、その鼓吹は農民の「個人 心情 レベル」に訴え 共感 得 ことによって目的が達成されるのであって、それが「 にある階級社会を無批判に受け入れる下地を着々と準備 という結果に終る」かどうか 問題は、 彼の関心事で なかったのである。





























学校や農事講習所に於ては、相変らず農業経済に み偏して」いるので、経済を専攻しな が「此の著をなすに至った と、 験に基づかない著作である 言ってい 。その上でこの農業 営論を見ると、その特異性は村落共同



























































































































本国民高等学校方式の諸校のほかに、杉山元治郎の農村福音学校、岡本利吉の農村青年共働学校、安岡正篤の農士学校、横尾惣三郎の農民講道館、橘孝三郎の愛郷塾などがあり、指導者の思想を反映して種々の教育が行われていた（協調会編『農村に於ける塾風教育』 〈 九三四年〉一―三頁） 。
（
（（）  





城市教育委員会所蔵・未刊 よれば、塾は初 度 昭和四年度に一〇 三四一円、 五年度に四 五五〇円、 六年度に三四二〇円の塾主補給金の拠出を得て収支の帳尻を合わせている。この状況は経営が安定すべき後年度においても続き、




































































村行脚日記」 、 『興村行脚』四七七―四七八頁 昭和三年一〇月四日条）で 総督自ら二度手紙で懇望された末に受けたという（我農生山崎延吉伝刊行会編『我農生山崎延吉伝』 〈風媒社、 一九六六年〉一八三頁） 。しか 小平権一は、「山崎延吉先生を朝鮮総督府へやって」と述べており（安藤良雄編『昭和経済史への証言』上〈毎日新聞社、 一九六五年〉一三五頁） 、朝鮮総督府が山 に働きかけたの 、農林省当局の推薦を受けてのこ であったと思われる。
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